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証券コード  4336

2021年６月４日

株 主 各 位
香 川 県 高 松 市 磨 屋 町 ２ 番 地 ８

株式会社クリエアナブキ
代表取締役社長 上 口 裕 司

第35回定時株主総会招集ご通知

拝啓  平素は格別のご高配を賜りありがたく厚くお礼申し上げます。

さて、当社第35回定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、

ご通知申し上げます。

なお、当日ご出席されない場合は、書面をもって議決権を行使することが

できますので、後記の株主総会参考書類をご検討くださいまして、お手数ながら

同封の議決権行使書用紙に議案に対する賛否をご表示いただき、2021年

６月23日（水曜日）午後５時までに到着するようご返送くださいますよう

お願い申し上げます。

敬  具

記

１．日 時 2021年６月24日（木曜日）午前10時

２．場 所 香川県高松市古新町９番地１

リーガホテルゼスト高松  ２Ｆ  エメラルド

※ 末尾の株主総会会場ご案内図をご参照ください。

※ 新型コロナウイルスをめぐる状況の変化により、上記会場が使用困難

となった場合、会場を変更する可能性がございます。その場合、

インターネット上の当社ウェブサイト（https://www.crie.co.jp/）

にて速やかに変更後の会場をお知らせいたします。株主の皆様に

おかれましては、当日ご来場前に必ず当社ウェブサイトをご確認

くださいますようお願いいたします。

また、変更後の会場は上記会場よりも手狭になると想定されます。

株主の皆様におかれましては、書面による議決権行使をご検討

くださいますようお願いいたします。
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株主各位
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３．目 的 事 項

報 告 事 項 １．第35期（2020年４月１日から2021年３月31日まで）事業

報告、連結計算書類ならびに会計監査人および

監査役会の連結計算書類監査結果報告の件

２．第35期（2020年４月１日から2021年３月31日まで）計算

書類報告の件

決 議 事 項

第１号議案 剰余金の処分の件

第２号議案 取締役３名選任の件

第３号議案 補欠監査役２名選任の件

以  上

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

◎  当日ご出席の際は、お手数ながら、同封の議決権行使書用紙を会場受付へご提出ください
ますようお願い申し上げます｡また､本招集ご通知をご持参くださいますよう併せてお願い
申し上げます。

◎  本招集ご通知に添付すべき書類のうち、計算書類の個別注記表は、法令および当社定款の
定めによりインターネット上の当社ウェブサイト（https://www.crie.co.jp/ir/
library.php）に掲載しておりますので、本招集ご通知添付書類には記載しておりません。
従いまして、会計監査人および監査役が監査した計算書類は、本招集ご通知添付書類に
記載した貸借対照表、損益計算書および株主資本等変動計算書のほか、インターネット
上の当社ウェブサイトに掲載している個別注記表となります。

◎  株主総会参考書類ならびに事業報告、連結計算書類および計算書類に修正が生じた場合は、
インターネット上の当社ウェブサイト（https://www.crie.co.jp/）に掲載させて
いただきます。

諸般の事情により、前回からお土産を廃止させていただいておりま
す。何卒ご理解いただきますようお願い申し上げます。
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（添付書類）

事　 業　 報　 告

(2020年４月１日から)2021年３月31日まで

１．企業集団の現況に関する事項

(1) 当期の事業の状況

①  事業の経過および成果

当期のわが国経済は、新型コロナウイルス感染症による未曽有の脅威の

下、ワクチンおよび治療薬の実用化による景気回復が期待されるものの、

変異ウイルスの出現等により、依然として経済の不透明感が続いており

ます。人材サービス業界に関しても、有効求人倍率が1.10倍と前年比0.45

ポイント低下、完全失業率は2.9％で0.6ポイント上昇するなど雇用情勢は

厳しい状況が続いております。

このような経営環境の中にあって、当社グループは、事業の継続および

従業員の安全・安心を 優先事項とし、テレワークやフレックスタイム制

の活用を推進するとともに、国内外の移動を抑制し、会議のオンライン化

を進め、派遣スタッフや求職者に対しても、オンラインによる登録面談や

フォローに取り組むことで、事業活動の効率化と経費節減を果たすことが

できました。

また、当社はコーポレートスローガン「ひとに翼を。」を掲げ、女性の

労働参加率の向上、障がい者の雇用支援、海外人材の活用など、あらゆる

「ひと」の働き方を支援し、顧客とのパートナーシップにより新たな雇用

を創り出すことで、地域社会の課題解決に貢献するとともに収益の拡大に

取り組んでおります。なお、ベトナムに設立した「HR ANABUKI VIETNAM

CO.,LTD.」（非連結子会社）は、海外渡航禁止の影響により、2020年10月

からの活動となりました。

以上の結果、当連結会計年度における当社グループの経営成績は、

売上高が6,279,115千円（前期比97.9％）と僅かに減少したものの、

売上総利益率の改善と販売費及び一般管理費の節減により、営業利益は

158,831千円（同108.7％）、経常利益は196,820千円（同108.6％）、

親会社株主に帰属する当期純利益は118,993千円（同120.1％）と

いずれも前期比で増益となりました。
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各事業部門の業績は、次のとおりであります。

（人材派遣事業）

当事業の売上高は3,429,993千円（前期比98.3％）となりました。

当社グループの主力である当事業では、新型コロナウイルス感染症に

より、オーダー数が減少し、稼働人数も減少した結果、売上面で前期実績

を下回りましたが、2020年4月からの同一労働同一賃金による派遣労働者

の待遇改善に合わせて行った派遣先との交渉による派遣料金の改定に

より、稼働人数減の影響を吸収することができました。

（アウトソーシング事業）

当事業の売上高は2,340,864千円（前期比97.6％）となりました。

株式会社クリエ・ロジプラスが営む物流関連アウトソーシング事業

では、新型コロナウイルス感染拡大の影響により、主たる取引先からの

受注が減少したことや、一部の受託業務において、予定していた外国人

労働者の稼働が入国制限により遅れたことなどから、前期実績を下回り

ました。一方、当社単体のアウトソーシング事業は、現取引先からの追加

受注等により堅調に推移しました。

なお、株式会社ママスクエアとのフランチャイズ・チェーン加盟契約に

基づく、未就学児の母親を対象とした見守りスペース付きオフィス

「クリエ×ママスクエア」を、高松、広島に続いて、2020年10月 愛媛県

松山市に開設し、事務系業務の請負を開始しております。

（人材紹介事業）

当事業の売上高は160,024千円（前期比93.8％）となりました。

収益性の高い当事業では、求職者に対し、営業担当とキャリアコンサル

タントが一体となって仕事や働き方を提案することやカウンセリング力を

高めることに注力し、雇用機会の創出に努めましたが、新型コロナ

ウイルス感染拡大による先行き不透明感から、求人数が一時的に減少した

影響を受け、前期実績を下回りました。

（採用支援事業）

当事業の売上高は321,179千円（前期比103.3％）となりました。

－ 4 －
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株式会社採用工房を中核企業として首都圏や近畿圏で営んでいる

当事業については、売上は概ね堅調に推移し、オンライン面談の実施など

による交通費等の経費節減により、前期実績を上回りました。

（その他の事業）

再就職支援、研修・測定サービスなど、上記の各事業部門に含まれない

事業の売上高は27,054千円（前期比64.8％）となりました。

研修・測定サービスの売上においては、新型コロナウイルス感染拡大に

より、受託する予定の研修がキャンセル、延期になったことにより、前期

実績を下回りました。

なお、障がい者雇用の課題を抱える企業に採用代行・職域提供・定着

サポートを行う、サテライトオフィス「ウェル工房」を2020年４月 香川

県坂出市に開設し、発芽ニンニクを使った健康食品の製造を通じて、

障がい者の雇用支援を行っております。

事業部門別売上高および構成比

売 上 高 構 成 比

人 材 派 遣 事 業 3,429,993千円 54.6％

ア ウ ト ソ ー シ ン グ 事 業 2,340,864千円 37.3％

人 材 紹 介 事 業 160,024千円 2.6％

採 用 支 援 事 業 321,179千円 5.1％

そ の 他 の 事 業 27,054千円 0.4％

合    計 6,279,115千円 100.0％

②  設備投資の状況

特記事項はありません。

③  資金調達の状況

当社グループは、運転資金の効率的な調達を行うため、主要取引

金融機関と総額550,000千円の当座貸越契約を締結しており、当期末に

おける借入実行残高は8,000千円であります。

－ 5 －
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(2) 財産および損益の状況

①  企業集団の財産および損益の状況

区    分
第 32 期

2018年３月期
第 33 期

2019年３月期
第 34 期

2020年３月期
第 35 期

2021年３月期

売 上 高 (千円) 6,638,731 6,474,980 6,410,857 6,279,115

経 常 利 益 (千円) 146,898 163,744 181,209 196,820

親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益

(千円) 87,057 94,693 99,046 118,993

１ 株 当 た り 当 期 純 利 益 37円65銭 40円95銭 42円83銭 51円46銭

総 資 産 (千円) 2,014,838 2,105,521 2,146,624 2,253,829

純 資 産 (千円) 1,017,077 1,094,541 1,174,836 1,273,745

１ 株 当 た り 純 資 産 額 410円61銭 443円50銭 476円26銭 517円80銭

（注）１．１株当たり当期純利益は自己株式を控除した期中平均発行済株式総数により､１株当たり

純資産額は自己株式を控除した期末発行済株式総数により、算出しております。

２．「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号  平成30年２月16日）

を第33期より適用しており、第32期の金額は組替え後の金額で表示しております。

②  当社の財産および損益の状況

区    分
第 32 期

2018年３月期
第 33 期

2019年３月期
第 34 期

2020年３月期
第 35 期

2021年３月期

売 上 高 (千円) 4,613,043 4,564,978 4,503,001 4,487,688

経 常 利 益 (千円) 97,172 123,190 115,181 171,803

当 期 純 利 益 (千円) 69,633 80,859 68,928 112,695

１ 株 当 た り 当 期 純 利 益 30円11銭 34円97銭 29円81銭 48円73銭

総 資 産 (千円) 1,496,201 1,598,895 1,570,376 1,718,085

純 資 産 (千円) 812,629 874,867 920,490 1,010,231

１ 株 当 た り 純 資 産 額 351円40銭 378円32銭 398円05銭 436円87銭

（注）１．１株当たり当期純利益は自己株式を控除した期中平均発行済株式総数により､１株当たり

純資産額は自己株式を控除した期末発行済株式総数により、算出しております。

２．「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号  平成30年２月16日）

を第33期より適用しており、第32期の金額は組替え後の金額で表示しております。

－ 6 －
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(3) 重要な親会社および子会社の状況

①  親会社の状況

会 社 名
親会社の持株数
（議決権比率）

親会社との主な取引

㈱穴吹ハウジングサービス
65,500株

（2.8％）
人材派遣、支店事務所の賃借等の取引関係が
あります。

穴 吹 興 産 ㈱
1,323,500株
（57.2％）

人材派遣、本社事務所の賃借等の取引関係が
あります。

（注）１．㈱穴吹ハウジングサービスは、穴吹興産㈱の親会社であります。

２．親会社等である㈱穴吹ハウジングサービスおよび穴吹興産㈱との各取引については、

市場価格を参考に、取引条件を決定しております。また、当社取締役会は、両社との

取引が通常の取引条件で行われる一般的なものであり、当社の利益を害するものでは

ないと判断しております。

３．親会社等と当社との間には、事業活動を行う上での承認事項等、当社の重要な財務

および事業の方針に関する特段の制約はありません。当社は、当社独自の経営判断で

事業活動や経営上の決定を行っており、親会社等からの一定の独立性が確保されて

いるものと考えております。

②  重要な子会社の状況

会 社 名 資 本 金 当社の議決権比率 主要な事業内容

㈱ クリエ・ロジプラス 50,000千円 90.0％ アウトソーシング事業

㈱ 採 用 工 房 12,000千円 60.0％ 採 用 支 援 事 業

（注）  当期の末日において、特定完全子会社はありません。

－ 7 －

重要な親会社および子会社の状況



2021/05/27 9:55:08 / 20702737_株式会社クリエアナブキ_招集通知

(4) 対処すべき課題

新型コロナウイルス感染症の蔓延によって、経済活動、企業活動は

さまざまな制限を強いられましたが、その一方でテレワークの導入や

オンライン会議、イベントのインターネット配信など、社会のデジタル化が

急速に進み、働き方のみならず働く場所も選択できる環境が整いつつ

あります。このことは東京一極集中にも変化をもたらし、今後ますます地方

への移住・定住マインドが促進されていくと期待を寄せております。

中四国を基盤とする当社におきましては、この変化に迅速に適応し、

これまで以上に地域課題に向き合ったサービスを展開することで、地域社会

ならびにＳＤＧｓに貢献してまいりたいと考えております。人材派遣、人材

紹介を核としたマッチングサービスの強化はもちろんのこと、企業の業務

効率や生産性向上に貢献するＢＰＯサービスの拡大によって、多様な働き方

と働く場の創出を目指してまいります。

このような環境において、当社が取り組むべき課題は以下のとおりです。

移住・定住につながるＵＩターン転職支援では、自治体との連携をさらに

強め、東京と大阪に設置しております「中国・四国ＵＩターンセンター」の

機能を 大限に活用してまいります。また、都市部の専門人材と地域企業を

つなぐ副業マッチングサービスを開始し、関係人口の増加と地域企業の課題

解決にも取り組んでまいります。

障がい者雇用支援については、香川県坂出市に開設した「ウェル工房」に

おいて、自社雇用が進まない企業に対し、採用代行、職域提供、定着

サポートなどをサテライト＆リモートで行うサービスの拡充を図るべく、

フランチャイズによる展開にも着手いたします。

子育て女性の就業支援では、高松・広島・松山の３拠点に開設した

「クリエ×ママスクエア」に加え、企業内導入の支援にも取り組み、

未就学児を持つ母親が子どものそばで働けるワーキングスタイルを中四国の

企業に広げるとともに、就学等によりママスクエアを卒業した母親への

継続的な就業支援も行ってまいります。

海外人材事業につきましては、当分の間、渡航禁止・制限の解除が

見込まれないため、日本在住のベトナム人を中心とした国内での転職支援、

生活支援サービス、そしてベトナムの非連結子会社「HR ANABUKI VIETNAM

CO.,LTD.」を活用した業務請負サービスの営業を強化してまいります。

－ 8 －
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依然として先行き不透明な環境ではありますが、当社は、ブランド

スローガン「ひとに翼を。」のもと、全員でチャレンジを楽しみながら、

国籍、年齢、キャリア、働き方などの区別なく雇用機会の拡大を図ることに

取り組んでいく所存でございます。

株主の皆様におかれましては、今後とも格別のご支援を賜りますよう

よろしくお願い申し上げます。

(5) 主要な事業内容（2021年３月31日現在）

当社グループは、人材派遣事業、アウトソーシング事業、人材紹介事業、

採用支援事業およびその他の事業を行っております。各事業の内容は、次の

とおりであります。

①  人材派遣事業

厚生労働大臣の許可を受けて、労働者派遣法に基づく労働者派遣事業を

行っております。

②  アウトソーシング事業

取引先の業務過程の一部を受託する事業を行っております。

③  人材紹介事業

厚生労働大臣の許可を受けて、職業安定法に基づく有料職業紹介事業を

行っております。

④  採用支援事業

企業の求人・採用に係る代行業務などの事業を行っております。

⑤  その他の事業

再就職支援、研修・測定サービス、組織人事コンサルティングといった

人材サービス関連の事業を行っております。

－ 9 －

対処すべき課題、主要な事業内容
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(6) 主要な事業施設等（2021年３月31日現在）

①  当社 本社 香川県高松市

高松支店 香川県高松市

丸亀支店 香川県丸亀市

徳島支店 徳島県徳島市

高知支店 高知県高知市

松山支店 愛媛県松山市

新居浜支店 愛媛県新居浜市

広島支店 広島市中区

岡山支店 岡山市北区

名古屋支店 名古屋市中区

中国・四国ＵＩターン
大阪市北区

センター（梅田）

中国・四国ＵＩターン
東京都渋谷区

センター（渋谷）

②  子会社

株式会社クリエ・ロジプラス 本社 香川県高松市

志度事業所 香川県さぬき市

春日事業所 香川県高松市

坂出事業所 香川県坂出市

観音寺事業所 香川県観音寺市

株式会社採用工房 本社 東京都渋谷区

－ 10 －

主要な事業所
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(7) 使用人の状況（2021年３月31日現在）

①  企業集団の使用人の状況

事業部門 使用人数 前期末比増減

人 材 派 遣 事 業

ア ウ ト ソ ー シ ン グ 事 業

人 材 紹 介 事 業

413名 △61名

採 用 支 援 事 業 13名 △2名

そ の 他 の 事 業 9名 ＋3名

全 社 （ 共 通 ） 7名 △1名

合    計 442名 △61名

（注）１．使用人数は、就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外

から当社グループへの出向者を含む。）であり、フルタイム有期契約労働者を含めて

おります。

２．「全社（共通）」として記載している使用人は、特定の事業部門に区分できない管理

部門に所属している者であります。

②  当社の使用人の状況

区    分 使用人数 前期末比増減 平均年齢 平均勤続年数

男 性 39名 △2名 41.1歳 10.2年

女 性 63名 ±0名 38.0歳 7.7年

合計又は平均 102名 △2名 39.2歳 8.6年

（注）  使用人数は、就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含

む。）であり、フルタイム有期契約労働者を含めております。

(8) 主要な借入先の状況（2021年３月31日現在）

借 入 先 借 入 額

㈱ 百 十 四 銀 行 50,000千円

㈱ 伊 予 銀 行 20,000千円

㈱ 香 川 銀 行 8,000千円

(9) その他企業集団の現況に関する重要な事項

該当事項はありません。

－ 11 －
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２．株式に関する事項（2021年３月31日現在）

(1) 発行可能株式総数 9,000,000株

(2) 発行済株式の総数 2,340,000株（自己株式27,545株を含む。)

(3) 株主数 767名

(4) 大株主（上位10名）

株 主 名 持 株 数 持株比率

穴 吹 興 産 ㈱ 1,323,500株 57.2％

藏 田 　 徹 228,700株 9.9％

ク リ エ ア ナ ブ キ 従 業 員 持 株 会 69,200株 3.0％

㈱ 穴 吹 ハ ウ ジ ン グ サ ー ビ ス 65,500株 2.8％

穴 吹 忠 嗣 48,000株 2.1％

三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券㈱ 47,300株 2.0％

深 谷 泰 平 31,000株 1.3％

上 口 裕 司 29,000株 1.3％

山 下 　 博 27,000株 1.2％

楠 本 秀 作 26,100株 1.1％

（注）１．当社は、自己株式を27,545株保有しておりますが、上記の大株主からは除外しており

ます。

２．持株比率は自己株式を控除して計算しております。

(5) 当期中に職務執行の対価として当社役員（役員であった者を含む）に対し

交付した株式の状況

該当事項はありません。

３．新株予約権等に関する事項

(1) 当社役員が保有している職務執行の対価として交付された新株予約権の

状況（2021年３月31日現在）

該当事項はありません。

(2) 当期中に職務執行の対価として使用人等に対し交付した新株予約権の状況

該当事項はありません。

－ 12 －
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４．会社役員に関する事項

(1) 取締役および監査役の状況（2021年３月31日現在）

地    位 氏    名 担当および重要な兼職の状況

代 表 取 締 役 会 長

兼 グ ル ー プ Ｃ Ｅ Ｏ
藏 田 　 徹 ㈱クリエ・ロジプラス取締役

代 表 取 締 役 社 長 上 口 裕 司 ㈱採用工房取締役

取 締 役 大 谷 佳 久
穴吹興産㈱取締役

あなぶきメディカルケア㈱代表取締役社長

常 勤 監 査 役 林 　 隆 司
㈱クリエ・ロジプラス監査役

㈱採用工房監査役

監 査 役 柳 瀬 治 夫 弁護士

監 査 役
桑 　 島 　 美 恵 子

（通称名：岡﨑美恵子）
公認会計士

（注）１．穴吹興産㈱は、当社の親会社であります。

２．グループＣＥＯは、当社グループ（当社、㈱クリエ・ロジプラスおよび㈱採用工房の

３社により構成）の経営全般を統括する役職であります。

３．監査役柳瀬治夫氏および桑島美恵子氏は、社外監査役であります。

４．監査役桑島美恵子氏は、公認会計士であり、財務および会計に関する相当程度の知見

を有しております。

５．当社は、東京証券取引所の定めに基づく独立役員として監査役柳瀬治夫氏および桑島

美恵子氏を指定し、同取引所に届け出ております。

－ 13 －

会社役員に関する事項
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(2) 責任限定契約の内容の概要

当社は、非業務執行取締役である大谷佳久氏ならびに監査役である林隆司

氏、柳瀬治夫氏および桑島美恵子氏との間で、当社定款の規定に基づき、

会社法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。

当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、同法第425条第１項に定める額

としております。

(3) 取締役および監査役に支払った報酬等の総額

区    分
報酬等の総額
（千円）

報酬等の種類別の総額（千円） 対象となる
役員の員数
（名）固定報酬

業績連動
報酬等

非金銭
報酬等

取 締 役 40,739 40,739 － － 2

監 査 役
（社外監査役を除く）

6,600 6,600 － － 1

社 外 監 査 役 3,000 3,000 － － 2

（注）１．対象となる役員の員数は、無報酬の取締役１名を除いております。

２．取締役の報酬等の総額には、使用人兼務取締役の使用人分給与は含まれておりません。

３．取締役の報酬限度額は、2001年６月21日開催の第15回定時株主総会において年額

80,000千円以内（但し、使用人分給与は含まない。）と決議いただいております。

当該株主総会終結時点の取締役の員数は、３名です。

４．監査役の報酬限度額は、2001年６月21日開催の第15回定時株主総会において年額

20,000千円以内と決議いただいております。当該株主総会終結時点の監査役の員数は、

３名です。

５．各取締役の報酬月額は、報酬限度額の範囲内で、経験等を踏まえた職位別の基本額を

ベースに、直前事業年度の利益目標、生産性目標、成長性目標および政策指標（年度

方針）目標の達成度などを加味して、取締役会から決定権を一任された代表取締役

社長上口裕司が決定しております。委任した理由は、当社全体の業績等を勘案しつつ

各取締役の評価を行うには適していると判断したためであります。なお、親会社との

兼務役員１名（取締役１名）については、当社および親会社における業務内容を勘案

した所要の調整を行っております。

６．各監査役の報酬月額は、報酬限度額の範囲内で、監査役の協議により決定しており

ます。

７．当社には役員退職慰労金制度がなく、役員賞与も支給しておりません。

－ 14 －

会社役員に関する事項
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(4) 社外役員に関する事項

①  取締役

該当者はおりません。

②  監査役

ａ．他の法人等の重要な兼職の状況および当社と当該他の法人等との関係

特記事項はありません。

ｂ．当期における主な活動状況

柳瀬治夫氏

当期中に開催された取締役会15回のうち12回（うち定時取締役会

12回のうち10回）、監査役会14回のうち12回出席し、議案の審議に

必要な質問と豊富な経験に基づく適切な発言を行っております。

桑島美恵子氏

当期中に開催された取締役会15回のうち14回（うち定時取締役会に

は12回全て）、監査役会14回全てに出席し、議案の審議に必要な

質問と豊富な経験に基づく適切な発言を行っております。

－ 15 －

会社役員に関する事項
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５．会計監査人に関する事項

(1) 会計監査人の名称

EY新日本有限責任監査法人

(2) 会計監査人に支払った報酬等の総額

支 払 額

当期に係る会計監査人の報酬等の額 22,000千円

当社および子会社が会計監査人に支払うべき金銭その他の

財産上の利益の合計額
22,000千円

（注）１．当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法

に基づく監査の監査報酬等の額を明確に区分しておらず、実質的にも区分できません

ので、当期に係る報酬等の額にはこれらの合計額を記載しております。

２．監査役会は、会計監査人の監査計画の内容、会計監査の職務遂行状況および報酬見積

りの算出根拠などが適切であるかどうかについて必要な検証を行った上で、会計

監査人の報酬等の額について同意の判断をいたしました。

(3) 会計監査人の解任または不再任の決定の方針

監査役会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合など、その必要が

あると判断した場合は、株主総会に提出する会計監査人の解任または不再任

に関する議案の内容を決定いたします。

また、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当すると

認められる場合は、監査役全員の同意に基づき、会計監査人を解任いたし

ます。この場合、監査役会が選定した監査役は、解任後 初に招集される

株主総会において、会計監査人を解任した旨およびその理由を報告いたし

ます。

－ 16 －

会計監査人に関する事項
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６．業務の適正を確保するための体制の決議の内容の概要および当該

    体制の運用状況の概要

(1) 業務の適正を確保するための体制の決議の内容の概要

当社は、2008年９月16日開催の取締役会において、「株式会社の業務の

適正を確保するために必要な体制」の整備に関する事項を決定いたし

ました。2021年３月31日現在における概要は、次のとおりであります。

①  取締役および使用人の職務の執行が法令および定款に適合することを確保

するための体制

ａ．取締役および使用人の職務執行が法令および定款に適合することを確保

するため、取締役会はコンプライアンス規程を制定し、取締役および

使用人はこれを遵守する。

ｂ．事業年度ごとに、重要な経営方針を策定し、全社への浸透を図る。

ｃ．コンプライアンス委員会を設置し、規程、マニュアル等の制定および

見直し、全社への周知徹底を行う。

ｄ．コンプライアンス体制を有効に機能させるため、コンプライアンスに

関する研修等の具体的な年間計画をコンプライアンス委員会で策定

し、体制整備を進める。

ｅ．組織及び職務分掌・職務権限規程を制定し、職務の執行について責任

および範囲を明確に定める。

ｆ．取締役および使用人による法令等の違反を早期に発見・是正するため、

内部通報制度を整備し、これを適切に運営する。

ｇ．内部監査規程を定め、各部門から独立した内部監査員が内部監査を実施

し、その結果を代表取締役社長に報告する。

ｈ．社会の秩序や安全、企業の健全な活動に脅威を与える反社会的勢力とは

一切の関係を持たない。また、反社会的勢力から不当な要求を受けた

場合、警察、顧問弁護士等と連携し、毅然とした姿勢で組織的に対応

する。

②  取締役の職務の執行に係る情報の保存および管理に関する体制

ａ．取締役の職務執行に係る情報については、社内文書保管・保存規程に

従い、適切な保存および管理を行う。

－ 17 －

業務の適正を確保するための体制
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ｂ．取締役の職務執行に係る情報の保存および管理は、当該情報を取締役

および監査役が常時閲覧できる環境で行う。

ｃ．取締役の職務執行に係る情報の保存および管理事務の所管は、関連規程

の定めに従う。

③  取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制

ａ．取締役会は経済情勢、業界の動向等を勘案した中期経営計画を策定する。

また、当該計画達成のため、各部門において具体的な行動計画を立案

し、常勤の取締役全員および執行役員全員により構成される経営会議

への報告等を通して、統一的な進度管理を行う。

ｂ．取締役会規程､組織及び職務分掌・職務権限規程､および稟議規程を制定

し、決裁手続および権限等を明確に定める。

ｃ．取締役の職務執行の管理・監督を行うため、毎月１回、定時取締役会

を開催するほか、必要に応じて臨時取締役会を開催する。

④  当社グループにおける業務の適正を確保するための体制

ａ．子会社には取締役会を設置し、当社の役員または執行役員１名以上が

子会社の役員を兼任する。

ｂ．取締役会は、当社グループ（当社および当社の子会社のことをいう。

以下同じ。）の中期経営計画を策定する。また、当該計画達成のため、

各子会社に具体的な行動計画を立案させ、その進度管理を行わせる。

ｃ．子会社に対し、少なくとも毎月１回、当社の取締役会または経営会議

において、営業成績、財務、人事その他の経営上の重要事項に関する

報告を行うことを義務づける。

ｄ．取締役および使用人の職務執行が法令および定款に適合することを確保

するための各種施策に加え、当社グループとして必要な企業倫理、

コンプライアンス、リスク管理の体制等を整備し、浸透を図る。

ｅ．当社グループにおける取引等については、法令、定款、企業会計基準､

税法その他の社会的規範に照らして適切なものでなければならない。

ｆ．当社グループにおける取引等の公正性および適正性を確保するため､

会社間の取引等に係る方針を関係会社管理規程として定め、同規程に

基づいた運営および管理を行う。

－ 18 －
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⑤  当社グループにおける損失の危険の管理に関する規程その他の体制

ａ．当社グループにおける損失の危険の管理を適切に行うため、リスク管理

の基本的事項をリスク管理規程に定め、リスク管理統括部門および

必要に応じ代表取締役社長が指名した者が、各リスクについて網羅

的、体系的な管理を行う。

ｂ．リスク管理統括部門は、リスク管理規程に基づいて､当社グループのリ

スク管理を行う。

⑥  監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における

当該使用人に関する事項ならびに当該使用人の取締役からの独立性

および当該使用人に対する監査役の指示の実効性の確保に関する事項

ａ．監査役がその職務を補助すべき使用人（以下「監査役補助者」という。）

を置くことを求めた場合、監査役と協議の上、適当な使用人を配置し

なければならない。

ｂ．監査役補助者は､監査役よりその職務執行に必要な命令を受けた場合､

その命令に関して取締役および使用人の指揮命令を受けない。

ｃ．監査役補助者の取締役からの独立性および監査役補助者に対する監査

役の指示の実効性を確保するため、その人事異動については、監査役

の同意を必要とする。また、取締役会の決議により監査役補助者を

懲戒に付す場合にも、監査役の同意を必要とする。

⑦  監査役に報告をするための体制その他の監査役への報告に関する体制

ａ．取締役は、監査役の要請に応じて、経営会議その他の重要な会議に監査

役が出席できる機会を確保する。

ｂ．当社グループ役職員（当社の取締役および使用人ならびに当社の子会社

の取締役、監査役および使用人のことをいう。以下同じ。）は、当社

グループに著しい損害を及ぼすおそれのある事実や不正の行為または

法令、定款に違反する重大な事実を発見した場合、直ちに当該事実を

当社の監査役に報告する。

ｃ．当社グループ役職員は、当社の監査役から業務に関する報告を求められた

場合、速やかにこれに応じる。

ｄ．当社の監査役に報告を行った当社グループ役職員に対し、当該報告を

したことを理由として、不利な取扱いを行うことを禁止する。
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⑧  その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制

ａ．監査役会は、代表取締役社長と定期的な会合を持ち、意見交換を行う。

ｂ．監査役会は、会計監査人と定期的な会合を持ち、意見交換を行う。

ｃ．監査役は、内部監査員に対し、職務の執行に必要な協力を求めること

ができる。

ｄ．監査役から会社法第388条に基づく費用の前払い等の請求を受けたとき

は、当該請求に係る費用または債務が当該監査役の職務の執行に必要

でないと認められる場合を除き、速やかにこれに応じる。

⑨  財務報告の信頼性を確保するための体制

ａ．財務報告の信頼性を確保するため、代表取締役社長の指示のもと、金融

商品取引法に基づく内部統制報告書の有効かつ適切な提出に向けた内部

統制システムを構築する。

ｂ．代表取締役社長は、内部統制システムの整備・運用を継続的に評価

する。

(2) 業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要

当期における主な取り組みは、次のとおりであります。

①  取締役の職務の執行に関する取り組み

当社では、取締役会規程に基づき、定時取締役会を毎月開催し、経営の

基本方針、経営戦略に関する重要事項の審議のほか、月次決算の確認・

検討などを行っております。また、会社法、金融商品取引法その他諸法令

ならびに東京証券取引所の「有価証券上場規程」に定める会社情報の適時

開示に関する規定に従って情報開示を行う場合など、適時・適切かつ迅速

な意思決定の必要が生じたときには、取締役会規程に基づいて開催する

臨時取締役会決議または当社定款第23条第２項に基づく書面決議によって

意思決定を行っております。このほか、社内の懸案事項や課題解決の協議

など、具体的な業務執行に関する事項の審議を目的として、常勤の取締役

全員および執行役員全員を構成員とする経営会議を定期的に開催して

おります。
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なお、当期においては、定時取締役会を12回、臨時取締役会を３回

開催したほか、書面決議を１回行っております。

②  当社グループにおける業務の適正確保に関する取り組み

当社の各子会社の代表取締役またはその報告代行者（子会社役員を兼務

する当社役員または執行役員）が、毎月１回以上、当社の定時取締役会

または経営会議において、各社の営業成績、財務、人事その他の経営上の

重要事項に関する報告を行っております。

③  監査役の職務の執行に関する取り組み

監査役は、期ごとに策定する監査計画に基づいて監査を実施するととも

に、監査役会を毎月１回以上開催し、業務監査の報告を行うほか、必要に

応じて代表取締役社長、取締役等と監査内容に関する意見交換を行って

おります。また、定期的に会計監査人と面談し、監査結果の報告を受ける

とともに、経営上の重要事項に関する意見交換を行っております。

なお、当期においては、監査役会が14回開催されております。

④  財務報告の信頼性を確保するための取り組み

代表取締役社長の指示のもと、金融商品取引法に基づく内部統制報告書

の有効かつ適切な提出に向けた内部統制システムの構築を進めるととも

に、内部統制評価委員会において、当該システムの整備・運用状況に

関する評価を実施し、その結果を定期的に取締役会に報告しております。

－ 21 －

業務の適正を確保するための体制



2021/05/27 9:55:08 / 20702737_株式会社クリエアナブキ_招集通知

連 結 貸 借 対 照 表
（2021年３月31日現在）

（単位：千円）

資 産 の 部 負 債 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額

【流  動  資  産】

現 金 及 び 預 金

売 掛 金

原材料及び貯蔵品

関係会社短期貸付金

前 払 費 用

未収還付法人税等

そ の 他

貸 倒 引 当 金

【固  定  資  産】

（有形固定資産）

建 物

工具、器具及び備品

（無形固定資産）

ソ フ ト ウ エ ア

電 話 加 入 権

（投資その他の資産）

投 資 有 価 証 券

関 係 会 社 出 資 金

繰 延 税 金 資 産

差 入 保 証 金

そ の 他

【1,980,104】

1,200,596

694,237

960

50,000

19,561

12,983

2,679

△914

【273,724】

（66,022）

53,776

12,245

（25,102）

21,378

3,724

（182,599）

2,365

28,457

79,723

69,924

2,127

【流  動  負  債】 【791,001】

短 期 借 入 金 8,000

未 払 金 88,556

未 払 費 用 419,366

未 払 消 費 税 等 119,274

未 払 法 人 税 等 55,432

預 り 金 8,201

賞 与 引 当 金 89,267

そ の 他 2,903

【固  定  負  債】 【189,082】

長 期 借 入 金 70,000

退職給付に係る負債 119,082

負 債 合 計 980,083

純 資 産 の 部

【株  主  資  本】 【1,196,794】

資 本 金 243,400

資 本 剰 余 金 112,320

利 益 剰 余 金 847,800

自 己 株 式 △6,726

【その他の包括利益累計額】 【602】

その他有価証券評価差額金 602

【非支配株主持分】 【76,348】

純 資 産 合 計 1,273,745

資 産 合 計 2,253,829 負 債 純 資 産 合 計 2,253,829

（注）  記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
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連 結 損 益 計 算 書

(2020年４月１日から)2021年３月31日まで
（単位：千円）

科 目 金 額

売 上 高 6,279,115

売 上 原 価 5,004,603

売 上 総 利 益 1,274,512

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 1,115,681

営 業 利 益 158,831

営 業 外 収 益

受 取 利 息 711

受 取 配 当 金 19

助 成 金 収 入 36,033

雑 収 入 2,034 38,799

営 業 外 費 用

支 払 利 息 809 809

経 常 利 益 196,820

特 別 損 失

固 定 資 産 除 却 損 20

減 損 損 失 2,562 2,582

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 194,238

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 69,513

法 人 税 等 調 整 額 △468 69,045

当 期 純 利 益 125,192

非 支 配 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 利 益 6,199

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 利 益 118,993

（注）  記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
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連結株主資本等変動計算書

(2020年４月１日から)2021年３月31日まで
（単位：千円）

株 主 資 本 その他の包括利益累計額

資 本 金 資本剰余金 利益剰余金 自 己 株 式
株 主 資 本
合 計

そ の 他
有 価 証 券
評 価 差 額 金

そ の 他 の
包 括 利 益
累 計 額
合 計

2020年４月１日  期首残高 243,400 112,320 751,932 △6,679 1,100,972 384 384

連結会計年度中の変動額

剰 余 金 の 配 当 △23,125 △23,125

親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益

118,993 118,993

自 己 株 式 の 取 得 △46 △46

株主資本以外の項目の連結
会計年度中の変動額(純額)

218 218

連結会計年度中の変動額合計 － － 95,868 △46 95,821 218 218

2021年３月31日  期末残高 243,400 112,320 847,800 △6,726 1,196,794 602 602

非 支 配

株 主 持 分

純 資 産

合 計

2020年４月１日  期首残高 73,479 1,174,836

連結会計年度中の変動額

剰 余 金 の 配 当 △23,125

親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益

118,993

自 己 株 式 の 取 得 △46

株主資本以外の項目の連結
会計年度中の変動額(純額)

2,869 3,087

連結会計年度中の変動額合計 2,869 98,908

2021年３月31日  期末残高 76,348 1,273,745

（注）  記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
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連結注記表

１．連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関する注記等

(1) 連結の範囲に関する事項

①  連結子会社の数                  ２社

連結子会社の名称                株式会社クリエ・ロジプラス

株式会社採用工房

②  非連結子会社の名称等

非連結子会社

HR ANABUKI VIETNAM CO.,LTD.

（連結の範囲から除いた理由）

上記の非連結子会社は、小規模であり、総資産、売上高、当期純損益（持分に

見合う額）および利益剰余金（持分に見合う額）のいずれにおいても、連結計算

書類に重要な影響を及ぼしていないためであります。

(2) 持分法の適用に関する事項

該当事項はありません。

(3) 連結の範囲および持分法の適用の範囲の変更に関する事項

①  連結の範囲の変更

該当事項はありません。

②  持分法の適用の範囲の変更

該当事項はありません。

(4) 連結子会社の事業年度に関する事項

連結子会社の事業年度の末日が連結会計年度の末日と異なる会社はありません。

(5) 会計方針に関する事項

①  重要な資産の評価基準および評価方法

ａ．その他有価証券

時価のあるもの              連結会計年度の末日の市場価格等に基づく時価法（評

価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は

移動平均法により算定）

時価のないもの              移動平均法による原価法

ｂ．たな卸資産

仕掛品                      個別法による原価法（貸借対照表価額については収益

性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）

貯蔵品                      先入先出法による原価法（貸借対照表価額については

収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）
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②  重要な減価償却資産の減価償却の方法

ａ．有形固定資産                定率法

但し、2016年４月１日以降に取得した建物については、

定額法によっております。

なお、主な耐用年数は、次のとおりであります。

建物                ３～22年

工具、器具及び備品  ３～20年

（少額減価償却資産）

取得価額が10万円以上20万円未満の資産については、

３年均等償却によっております。

ｂ．無形固定資産                定額法

なお、自社利用のソフトウエアについては、社内に

おける利用可能期間（５年）に基づいております。

③  重要な引当金の計上基準

ａ．貸倒引当金                  債権の貸倒れに備えるため、当社および連結子会社は

一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権

等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、

回収不能見込額を計上しております。

ｂ．賞与引当金                  使用人の賞与支払に備えるため、当社および連結子会

社は当連結会計年度末における支給見込額に基づき

計上しております。

④  退職給付に係る会計処理の方法

当社および連結子会社は、退職給付に係る負債および退職給付費用の計算に、退職

給付に係る期末自己都合要支給額を退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用して

おります。

⑤  のれんの償却方法および償却期間

のれんの償却については、５年間の定額法により償却を行っております。

⑥  その他連結計算書類作成のための重要な事項

消費税等の会計処理            税抜方式によっております。

２．会計方針の変更に関する注記

該当事項はありません。
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３．表示方法の変更に関する注記

（「会計上の見積りの開示に関する会計基準」の適用に伴う変更）

「会計上の見積りの開示に関する会計基準」（企業会計基準第31号  2020年３月31日）

を当連結会計年度から適用し、連結注記表に（会計上の見積りに関する注記）を記載して

おります。

４．会計上の見積りの変更に関する注記

該当事項はありません。

５．会計上の見積りに関する注記

該当事項はありません。

６．連結貸借対照表に関する注記

(1) 有形固定資産の減価償却累計額 59,237千円

(2) 当座貸越契約

当社グループは、運転資金の効率的な調達を行うため、取引銀行４行との間で、それぞれ

当座貸越契約を締結しております。これらの契約に基づく、当連結会計年度末の借入未実行

残高は、次のとおりであります。

当座貸越極度額 550,000千円

借入実行残高 8,000千円

差引額 542,000千円

７．連結損益計算書に関する注記

当連結会計年度において、当社グループは、以下の資産グループについて減損損失を計上

いたしました。

用 途 場 所 種 類 減 損 損 失

事務所設備 岡山市北区 差入保証金等 2,562千円

合計 － － 2,562千円

当社グループは、原則として、支店を基準としてグルーピングを行っております。

減損損失を計上した事象は、次のとおりであります。

岡山市北区（事務所設備）

同業者間の競合激化によって収益力が低下している岡山支店事業所の資産について、帳簿

価額を回収可能価額まで減額いたしました。なお、回収可能価額は、使用価値により測定

しておりますが、将来キャッシュ・フローに基づく使用価値がマイナスのため、零として

おります。

その内訳は、差入保証金2,280千円、その他281千円であります。
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８．連結株主資本等変動計算書に関する注記

(1) 発行済株式の総数に関する事項

株 式 の 種 類 当連結会計年度期首の株式数 当連結会計年度増加株式数 当連結会計年度減少株式数 当連結会計年度末の株式数

普 通 株 式 2,340,000株 －株 －株 2,340,000株

(2) 自己株式の数に関する事項

株 式 の 種 類 当連結会計年度期首の株式数 当連結会計年度増加株式数 当連結会計年度減少株式数 当連結会計年度末の株式数

普 通 株 式 27,473株 72株 －株 27,545株

(3) 剰余金の配当に関する事項

①  配当金支払額等

2020年６月24日開催の第34回定時株主総会決議による配当に関する事項

ａ．配当金の総額 23,125,270円

ｂ．１株当たり配当額 10円

ｃ．基準日 2020年３月31日

ｄ．効力発生日 2020年６月25日

②  基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度に

なるもの

2021年６月24日開催の第35回定時株主総会において、次のとおり付議いたします。

ａ．配当金の総額 27,749,460円

ｂ．１株当たり配当額 12円

ｃ．基準日 2021年３月31日

ｄ．効力発生日 2021年６月25日
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９．金融商品に関する注記

(1) 金融商品の状況に関する事項

①  金融商品に対する取組方針

当社グループは、資金計画（設備投資計画を含む。以下同じ。）に照らし、主として

銀行借入により、必要な資金を調達しております。一時的な余資の運用については、経営

状況が健全な金融機関の短期性の預金等に限定しており、また、短期的な運転資金は銀行

借入により調達しております。

なお、当社グループは、デリバティブ取引を行っておりません。

②  金融商品の内容およびそのリスク

営業債権である売掛金は、取引先の信用リスクに晒されております。

投資有価証券は、主に業務上の関係を有する企業の株式であり、市場価格の変動リスク

に晒されております。

営業債務である未払費用は、そのほとんどが３ヶ月以内の支払期日であります。

短期借入金は、主に営業取引に係る資金調達を目的としたものであります。また、長期

借入金は、主に営業取引に係る資金調達および設備投資に係る資金調達を目的としたもの

であり、償還日は 長で決算日後約１年であります。これらの借入金のうち一部は、金利

の変動リスクに晒されております。

③  金融商品に係るリスク管理体制

ａ．信用リスク（取引先の契約不履行等に係るリスク）の管理

当社では、債権及び与信管理規程に従い、営業債権について、各取引担当部門と

当該規程の主管部門が主要な取引先の状況を定期的にモニタリングし、取引相手ごと

に期日および残高を管理するとともに、財務状況等の悪化等による回収懸念の早期

把握や軽減を図っております。

なお、当社の連結子会社においても、同様の方法によって管理しております。

ｂ．市場リスク（為替や金利等の変動リスク）の管理

当社グループは、投資有価証券について、定期的に時価や発行体（取引先企業）

の財務状況等を把握し、市況や取引先企業との関係を勘案して保有状況を継続的に

見直しております。

短期借入金および長期借入金については、担当部門が適時に利率動向等をモニタ

リングすることにより、市場リスクを管理しております。

ｃ．資金調達に係る流動性リスク（支払期日に支払いを実行できなくなるリスク）の管理

当社グループは、各部門からの報告に基づき担当部門が適時に資金計画を作成・更新

するとともに、手許流動性の維持などにより、営業債務や借入金についての流動性

リスクを管理しております。

④  金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に

算定された価額が含まれております。当該価額の算定においては変動要因を織り込んで
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いるため、異なる前提条件等を採用することにより、当該価額が変動することがあり

ます。

(2) 金融商品の時価等に関する事項

2021年３月31日における連結貸借対照表計上額、時価およびこれらの差額については、

次のとおりであります。なお、時価を把握することが極めて困難と認められるものは

含まれておりません。

連結貸借対照表計上額

（千円）
時価（千円） 差額（千円）

(1) 現金及び預金 1,200,596 1,200,596 －

(2) 売掛金 694,237 694,237 －

(3) 投資有価証券 1,365 1,365 －

資産計 1,896,198 1,896,198 －

(1) 短期借入金 8,000 8,000 －

(2) 未払費用 419,366 419,366 －

(3) 未払消費税等 119,274 119,274 －

(4) 長期借入金 70,000 69,957 △42

負債計 616,641 616,598 △42

（注）１．金融商品の時価の算定方法および有価証券に関する事項

 資  産

(1）現金及び預金、(2) 売掛金

これらは短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と近似していること

から、当該帳簿価額によっております。

(3) 投資有価証券

これらの時価について、株式等は取引所の価格によっております。

 負  債

(1) 短期借入金、(2) 未払費用、(3) 未払消費税等

これらは短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と近似していること

から、当該帳簿価額によっております。

(4) 長期借入金

長期借入金のうち固定金利によるものは、一定の期間ごとに区分した当該長期借入

金の元利金の合計額を同様の借入れにおいて想定される利率で割り引いて、現在価値

を算出しております。
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２．時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品

区 分 連結貸借対照表計上額（千円）

非上場株式 1,000

これらについては、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められる

ことから、「資産（3）投資有価証券」には含めておりません。

３．金銭債権の連結決算日後の償還予定額

１年以内

（千円）

１年超

５年以内

（千円）

５年超

10年以内

（千円）

10年超

（千円）

現金及び預金 1,200,596 － － －

売掛金 694,237 － － －

合計 1,894,833 － － －

４．借入金の連結決算日後の返済予定額

１年以内

（千円）

１年超

２年以内

（千円）

２年超

３年以内

（千円）

３年超

４年以内

（千円）

４年超

５年以内

（千円）

５年超

（千円）

短期借入金 8,000 － － － － －

長期借入金 － 70,000 － － － －

合計 8,000 70,000 － － － －

10．賃貸等不動産に関する注記

該当事項はありません。

11．１株当たり情報に関する注記

(1) １株当たり純資産額 517円80銭

(2) １株当たり当期純利益 51円46銭

12．重要な後発事象に関する注記

該当事項はありません。
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13．追加情報

（新型コロナウイルス感染症の影響に関する会計上の見積り）

当社グループでは、繰延税金資産の回収可能性、固定資産の減損処理等の会計上の見積

りについて、連結財務諸表作成時に入手可能な情報に基づき、新型コロナウイルス感染症

による売上高等への影響が、引き続き翌連結会計年度末程度の期間にわたると仮定して

おります。

14．その他の注記

記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
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連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書  謄本

独立監査人の監査報告書

２０２１ 年 ５ 月 ２０ 日

株式会社クリエアナブキ

取締役会  御中

EY新日本有限責任監査法人

東  京  事  務  所

指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
公認会計士 渡 辺 力 夫 

指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
公認会計士 小 　 川 　 伊 智 郎 

監査意見

当監査法人は、会社法第４４４条第４項の規定に基づき、株式会社クリエアナブキ
の２０２０年４月１日から２０２１年３月３１日までの連結会計年度の連結計算書類、
すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表に
ついて監査を行った。
当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる

企業会計の基準に準拠して、株式会社クリエアナブキ及び連結子会社からなる企業集団の
当該連結計算書類に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に
表示しているものと認める。

監査意見の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を
行った。監査の基準における当監査法人の責任は、「連結計算書類の監査における監査人の
責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、
会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を
果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと
判断している。

連結計算書類に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して
連結計算書類を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な
虚偽表示のない連結計算書類を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部
統制を整備及び運用することが含まれる。
連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計算書類を

作成することが適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる
企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を
開示する責任がある。
監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の

執行を監視することにある。
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連結計算書類の監査における監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類に不正
又は誤謬による重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書に
おいて独立の立場から連結計算書類に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正
又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、連結計算書類の利用者の
意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程
を通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・  不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示
リスクに対応した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断
による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・  連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものでは
ないが、監査人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案する
ために、監査に関連する内部統制を検討する。

・  経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた
会計上の見積りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・  経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であるかどうか、ま
た、入手した監査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象
又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に
関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において連結計算書類の注記事項
に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する連結計算書類の注記事項が適切で
ない場合は、連結計算書類に対して除外事項付意見を表明することが求められている。
監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や
状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・  連結計算書類の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業
会計の基準に準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた連結計算書類の
表示、構成及び内容、並びに連結計算書類が基礎となる取引や会計事象を適正に表示して
いるかどうかを評価する。

・  連結計算書類に対する意見を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する
十分かつ適切な監査証拠を入手する。監査人は、連結計算書類の監査に関する指示、監督
及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査意見に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の
実施過程で識別した内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準
で求められているその他の事項について報告を行う。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に

関する規定を遵守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる
事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じている場合はその内容に
ついて報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定に
より記載すべき利害関係はない。

以  上
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連結計算書類に係る監査役会の監査報告書  謄本

連結計算書類に係る監査報告書

当監査役会は、２０２０年４月１日から２０２１年３月３１日までの第

３５期事業年度に係る連結計算書類（連結貸借対照表、連結損益計算書、

連結株主資本等変動計算書及び連結注記表）に関して、各監査役が作成した

監査報告書に基づき、審議の上、本監査報告書を作成し、以下のとおり報告

いたします。

１．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容

監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の

実施状況及び結果について報告を受けるほか、取締役等及び会計監査人

からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め

ました。

各監査役は、監査役会が定めた監査の方針、職務の分担等に従い、

連結計算書類について取締役及び使用人等から報告を受け、必要に

応じて説明を求めました。また、会計監査人が独立の立場を保持し、

かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するとともに、

会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて

説明を求めました。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に

行われることを確保するための体制」（会社計算規則第１３１条各号に

掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（平成１７年１０月２８

日企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要に

応じて説明を求めました。以上の方法に基づき、当該事業年度に係る

連結計算書類について検討いたしました。

２．監査の結果

会計監査人EY新日本有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当

であると認めます。

２０２１ 年 ５ 月 ２１ 日

株式会社クリエアナブキ  監査役会

常 勤 監 査 役 林 　 隆 司 

監査役（社外監査役） 柳 瀬 治 夫 

監査役（社外監査役） 桑　島　美恵子 
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貸   借   対   照   表
（2021年３月31日現在）

（単位：千円）

資 産 の 部 負 債 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額

【流  動  資  産】

現 金 及 び 預 金

売 掛 金

原材料及び貯蔵品

関係会社短期貸付金

前 払 費 用

そ の 他

貸 倒 引 当 金

【固  定  資  産】

（有形固定資産）

建 物

工具、器具及び備品

（無形固定資産）

ソ フ ト ウ エ ア

電 話 加 入 権

（投資その他の資産）

投 資 有 価 証 券

関 係 会 社 株 式

関 係 会 社 出 資 金

繰 延 税 金 資 産

差 入 保 証 金

そ の 他

【1,405,493】

810,937

525,557

960

50,000

15,996

2,094

△52

【312,592】

（32,704）

22,646

10,058

（22,239）

18,514

3,724

（257,648）

2,365

133,500

28,457

43,815

47,632

1,878

【流  動  負  債】 【588,551】

短 期 借 入 金 8,000

未 払 金 47,470

未 払 費 用 321,753

未 払 消 費 税 等 94,012

未 払 法 人 税 等 52,357

前 受 金 134

預 り 金 5,837

賞 与 引 当 金 58,019

そ の 他 966

【固  定  負  債】 【119,302】

長 期 借 入 金 70,000

退 職 給 付 引 当 金 49,302

負 債 合 計 707,853

純 資 産 の 部

【株  主  資  本】 【1,009,629】

資 本 金 243,400

資 本 剰 余 金 112,320

資 本 準 備 金 112,320

利 益 剰 余 金 660,636

利 益 準 備 金 6,380

その他利益剰余金 654,255

繰越利益剰余金 654,255

自 己 株 式 △6,726

【評価・換算差額等】 【602】

その他有価証券評価差額金 602

純 資 産 合 計 1,010,231

資 産 合 計 1,718,085 負 債 純 資 産 合 計 1,718,085

（注）  記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
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損   益   計   算   書

(
2020年４月１日から

)2021年３月31日まで
（単位：千円）

科 目 金 額

売 上 高 4,487,688

売 上 原 価 3,386,393

売 上 総 利 益 1,101,295

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 953,992

営 業 利 益 147,302

営 業 外 収 益

受 取 利 息 708

受 取 配 当 金 11,989

業 務 受 託 手 数 料 1,200

助 成 金 収 入 11,032

雑 収 入 294 25,224

営 業 外 費 用

支 払 利 息 723 723

経 常 利 益 171,803

特 別 損 失

固 定 資 産 除 却 損 20

減 損 損 失 2,562 2,582

税 引 前 当 期 純 利 益 169,220

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 62,984

法 人 税 等 調 整 額 △6,459 56,524

当 期 純 利 益 112,695

（注）  記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
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株 主 資 本 等 変 動 計 算 書

(2020年４月１日から)2021年３月31日まで
（単位：千円）

株 主 資 本

資 本 金

資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金

自己株式
株主資本
合    計

資本準備金
資本剰余金
合 計

利益準備金

そ の 他
利益剰余金 利益剰余金

合 計繰 越 利 益
剰 余 金

2 0 2 0 年 ４ 月 １ 日
期 首 残 高

243,400 112,320 112,320 6,380 564,685 571,065 △6,679 920,106

事業年度中の変動額

剰余金の配当 △23,125 △23,125 △23,125

当 期 純 利 益 112,695 112,695 112,695

自己株式の取得 △46 △46

株主資本以外の
項目の事業年度中
の変動額(純額)

事業年度中の変動額合計 － － － － 89,570 89,570 △46 89,523

2 0 2 1 年 ３ 月 3 1 日
期 末 残 高

243,400 112,320 112,320 6,380 654,255 660,636 △6,726 1,009,629

評価・換算差額等

純 資 産
合    計

そ の 他
有価証券
評 価
差 額 金

評 価 ・
換 算
差 額 等
合 計

2 0 2 0 年 ４ 月 １ 日
期 首 残 高

384 384 920,490

事業年度中の変動額

剰余金の配当 △23,125

当 期 純 利 益 112,695

自己株式の取得 △46

株主資本以外の
項目の事業年度中
の変動額(純額)

218 218 218

事業年度中の変動額合計 218 218 89,741

2 0 2 1 年 ３ 月 3 1 日
期 末 残 高

602 602 1,010,231

（注）  記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
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会計監査人の監査報告書  謄本

独立監査人の監査報告書

２０２１ 年 ５ 月 ２０ 日

株式会社クリエアナブキ

取締役会  御中

EY新日本有限責任監査法人

東  京  事  務  所

指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
公認会計士 渡 辺 力 夫 

指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
公認会計士 小 　 川 　 伊 智 郎 

監査意見

当監査法人は、会社法第４３６条第２項第１号の規定に基づき、株式会社クリエアナブキ

の２０２０年４月１日から２０２１年３月３１日までの第３５期事業年度の計算書類、

すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属

明細書（以下「計算書類等」という。）について監査を行った。

当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業

会計の基準に準拠して、当該計算書類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての

重要な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を

行った。監査の基準における当監査法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の

責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、

会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当

監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

計算書類等に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して

計算書類等を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽

表示のない計算書類等を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を

整備及び運用することが含まれる。

計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成

することが適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業

会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示

する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の

執行を監視することにある。

－ 39 －
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計算書類等の監査における監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正

又は誤謬による重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告

書において独立の立場から計算書類等に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、

不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、計算書類等の利用

者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の

過程を通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施

する。

・  不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示

リスクに対応した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査

人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・  計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではな

いが、監査人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を

立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

・  経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた

会計上の見積りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・  経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、ま

た、入手した監査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象

又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に

関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において計算書類等の注記事項に

注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する計算書類等の注記事項が適切でない

場合は、計算書類等に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の

結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況に

より、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・  計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会

計の基準に準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた計算書類等の

表示、構成及び内容、並びに計算書類等が基礎となる取引や会計事象を適正に表示

しているかどうかを評価する。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査

の実施過程で識別した内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査

の基準で求められているその他の事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に

関する規定を遵守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる

事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じている場合はその内容に

ついて報告を行う。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき

利害関係はない。

以  上
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監査役会の監査報告書  謄本
監  査  報  告  書

当監査役会は、２０２０年４月１日から２０２１年３月３１日までの第３５期事業年度の
取締役の職務の執行に関して、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議の上、本監査
報告書を作成し、以下のとおり報告いたします。
１．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容
(1)  監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結

果について報告を受けるほか、取締役等及び会計監査人からその職務の執行状況に
ついて報告を受け、必要に応じて説明を求めました。

(2)  各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針、職務の分担
等に従い、取締役、内部監査部門その他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集
及び監査の環境の整備に努めるとともに、以下の方法で監査を実施いたしました。
①  取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況
について報告を受け､必要に応じて説明を求め､重要な決裁書類等を閲覧し、本社
及び主要な事業所において業務及び財産の状況を調査いたしました。また、子会社
については、子会社の取締役及び監査役等と意思疎通及び情報の交換を図り、必要
に応じて子会社から事業の報告を受けました。

②  事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを
確保するための体制その他株式会社及びその子会社から成る企業集団の業務の適正
を確保するために必要なものとして会社法施行規則第１００条第１項及び第３項に
定める体制の整備に関する取締役会決議の内容及び当該決議に基づき整備されて
いる体制(内部統制システム)について、取締役及び使用人等からその構築及び運用
の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明いたし
ました。

③  事業報告に記載されている会社法施行規則第１１８条第５号イの留意した事項及
び同号ロの判断及び理由については、取締役会その他における審議の状況等を
踏まえ、その内容について検討を加えました。

④  会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び
検証するとともに、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、
必要に応じて説明を求めました。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に
行われることを確保するための体制」（会社計算規則第１３１条各号に掲げる
事項）を「監査に関する品質管理基準」（平成１７年１０月２８日企業会計審議
会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。

以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸
借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書に
ついて検討いたしました。

２．監査の結果
(1)  事業報告等の監査結果

①  事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示して
いるものと認めます。

②  取締役の職務の執行に関する不正の行為または法令もしくは定款に違反する重大
な事実は認められません。

③  内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当
該内部統制システムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行について
も、指摘すべき事項は認められません。

④  事業報告に記載されている親会社等との取引について、当該取引をするに当たり当
社の利益を害さないように留意した事項及び当該取引が当社の利益を害さないか
どうかについての取締役会の判断及びその理由について、指摘すべき事項は認め
られません。

(2)  計算書類及びその附属明細書の監査結果
会計監査人EY新日本有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

２０２１ 年 ５ 月 ２１ 日
株式会社クリエアナブキ  監査役会

常 勤 監 査 役 林 　 隆 司 
監査役（社外監査役） 柳 瀬 治 夫 
監査役（社外監査役） 桑 　 島 　 美 恵 子 

以  上

－ 41 －

監査役会の監査報告個別
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株主総会参考書類

議案および参考事項

第１号議案  剰余金の処分の件

当社は、株主の皆様への利益還元を経営上の重要な課題と認識しており、

安定的かつ継続的な配当を実施してまいりたいと考えております。

第35期の剰余金の処分につきましては、当期の業績、今後の事業展開等を

勘案いたしまして、次のとおりといたしたいと存じます。

なお、普通株式１株当たりの期末配当の金額は、普通配当10円（前期と

同額）に、設立35周年記念配当２円を加えたものであります。

期末配当に関する事項

(1) 配当財産の種類

金銭といたします。

(2) 配当財産の割当てに関する事項およびその総額

当社普通株式１株につき金12円    総額27,749,460円

(3) 剰余金の配当が効力を生じる日

2021年６月25日

－ 42 －

剰余金の処分議案
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第２号議案  取締役３名選任の件

取締役全員（３名）が、本総会終結の時をもって任期満了となりますので、

取締役３名の選任をお願いいたしたいと存じます。

取締役候補者は、次のとおりであります。

候補者
番  号

氏 名
（ 生 年 月 日 ）

略歴、地位および担当ならびに重要な兼職の状況
所 有 す る
当社の株式の数

１

くら

藏
た

田
 

　
とおる

徹

（1959年１月21日生）

1986年４月  当社入社

1989年４月  当社 取締役

1991年10月  当社 常務取締役

1995年３月  当社 専務取締役

1996年７月  当社 代表取締役社長

2017年６月  当社 代表取締役会長

兼 グループＣＥＯ

（現任）

（重要な兼職の状況）

株式会社クリエ・ロジプラス 取締役

228,700株

【取締役候補者とした理由】

藏田徹氏は、設立当初から中心的な立場で人材サービス関連事業の運営に携わって

おり、1996年７月に代表取締役社長に就任した後は20年以上にわたり、強い

リーダーシップにより当社の経営を牽引してまいりました。2017年６月からは

代表取締役会長兼グループＣＥＯとして、当社グループ（当社および子会社２社に

より構成）の経営全般を統括しております。当社の経営に欠かせない人材である

ことから、引き続き、取締役候補者といたしました。

２

じょう

上
ぐち

口
ひろ

裕
し

司

（1959年１月27日生）

1987年６月  当社入社

1999年６月  当社 取締役

2016年10月  当社 常務取締役

2017年６月  当社 代表取締役社長

（現任）

（重要な兼職の状況）

株式会社採用工房 取締役

29,000株

【取締役候補者とした理由】

上口裕司氏は、2017年６月に代表取締役社長に就任するまでの間、取締役として

1999年６月から当社の経営に携わってまいりました。長く営業部門の責任者を

務めた後、事業戦略部長（当時）と管理部長も歴任するなど、当社全部門の実務と

その現状を熟知する唯一無二の人材であります。社長就任後は、豊富な経験に

裏付けられたリーダーシップにより当社の経営を牽引していることから、引き

続き、取締役候補者といたしました。

－ 43 －

取締役選任議案



2021/05/27 9:55:08 / 20702737_株式会社クリエアナブキ_招集通知

候補者
番  号

氏 名
（ 生 年 月 日 ）

略歴、地位および担当ならびに重要な兼職の状況
所 有 す る
当社の株式の数

３

おお

大
たに

谷
よし

佳
ひさ

久

（1967年９月９日生）

1990年４月  穴吹興産株式会社入社

2006年10月  同社 執行役員

2009年６月  あなぶきメディカルケア株式

会社 代表取締役社長（現任）

2012年６月  当社 取締役（現任）

2012年９月  穴吹興産株式会社 シニア事業

部長（現任）

2016年９月  同社 取締役（現任）

2018年10月  同社 人事部長（現任）

（重要な兼職の状況）

穴吹興産株式会社 取締役

あなぶきメディカルケア株式会社 代表取締役社長

－株

【取締役候補者とした理由】

大谷佳久氏は、穴吹興産株式会社（当社の親会社）入社以来、長年にわたり同社の

主力事業である不動産関連事業の運営に携わり、2016年９月に同社取締役に就任

いたしました。また、2009年６月から現在に至るまで、あなぶきメディカルケア

株式会社（穴吹興産株式会社の子会社）の代表取締役社長として、その経営を

担っております。穴吹興産株式会社を中核とした「あなぶきグループ」各社との

連携を通した事業領域の拡大を図っていく中で、同氏の豊富な経験を当社経営に

活かすことができると判断し、引き続き、取締役候補者といたしました。

（注）１．候補者大谷佳久氏は、あなぶきメディカルケア株式会社の代表取締役社長を兼務して

おり、当社は同社との間に人材派遣等の取引関係があります。

２．候補者大谷佳久氏は、穴吹興産株式会社（当社の親会社）およびあなぶきメディカル

ケア株式会社（当社の親会社の子会社）の業務執行者であり、過去10年間においても

両社の業務執行者でありました。なお、同氏の両社における現在および過去10年間の

地位および担当は、上記「略歴、地位および担当ならびに重要な兼職の状況」欄に

記載のとおりであります。

３．その他の候補者と当社との間には、特別の利害関係はありません。

４．当社は、非業務執行取締役である候補者大谷佳久氏との間に、会社法第427条第１項の

規定により損害賠償責任を一定の範囲に限定する契約を締結しており、同氏が

取締役に再任された場合には、当該責任限定契約を継続する予定であります。その

契約内容の概要は、次のとおりであります。

①  非業務執行取締役が任務を怠ったことによって当社に損害賠償責任を負う場合は、

会社法第425条第１項の 低責任限度額を限度として、その責任を負う。

②  上記の責任限定が認められるのは、非業務執行取締役がその責任の原因となった

職務の遂行について、善意でかつ重大な過失がないときに限るものとする。

－ 44 －

取締役選任議案
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第３号議案  補欠監査役２名選任の件

法令に定める監査役の員数を欠くこととなる場合に備え、会社法第329条

第３項の規定に基づき、補欠監査役２名の選任をお願いいたしたいと存じ

ます。

補欠監査役候補者は、次のとおりであります。

補欠監査役が監査役に就任する順序につきましては、第１順位を森敏法

氏、第２順位を明石卓也氏とすることといたします。但し、森敏法氏は社外

監査役の要件を充たしませんので、社外監査役が欠けた場合の補欠は明石

卓也氏といたします。

また、補欠監査役の選任の効力につきましては、就任前に限り、監査役

会の同意を得て、取締役会の決議によりその選任を取り消すことができる

ものといたします。

なお、本議案の提出につきましては、監査役会の同意を得ております。

候補者
番  号

氏 名
（ 生 年 月 日 ）

略 歴 、 地 位 お よ び 重 要 な 兼 職 の 状 況
所 有 す る
当社の株式の数

１

もり

森 　
とし

敏
のり

法

（1963年11月７日生）

1986年４月  穴吹興産株式会社入社

1986年４月  同社より当社に転籍

2013年10月  当社 管理部コンプライアンス

推進室

2017年４月  当社 管理部コンプライアンス

推進室長（現任）

2019年４月  当社 管理部経営管理室長

（現任）

100株

２

あか

明
し

石
たく

卓
や

也

（1984年10月９日生）

2010年９月  司法試験合格

2011年12月  司法修習終了

2011年12月  弁護士登録

（香川県弁護士会）

2011年12月  河村・柳瀬法律事務所

入所（現在に至る）

－株

（注）１．各候補者と当社との間には、特別の利害関係はありません。

２．候補者明石卓也氏は、補欠の社外監査役候補者であります。

３．補欠の社外監査役候補者に関する事項

(1) 補欠の社外監査役候補者とした理由について

明石卓也氏につきましては、同氏の見識の高さおよび弁護士としての豊富な経験を

当社監査体制の強化に活かしていただくため、補欠の社外監査役として選任を

お願いするものであります。

－ 45 －

補欠監査役選任議案
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(2) 社外監査役としての職務を適切に遂行することができると判断した理由について

明石卓也氏は、直接会社経営に関与された経験はありませんが、弁護士として企業

法務に精通しており、会社経営を統治する十分な見識を有しておられることから、

社外監査役としての職務を適切に遂行していただけるものと判断しております。

４．当社は、監査役との間に、会社法第427条第１項の規定により損害賠償責任を一定の範

囲に限定する契約を締結できる旨を定款に定めており、候補者森敏法氏または

明石卓也氏が監査役に就任することとなった場合には、当社との間で当該責任限定

契約を締結する予定であります。その契約内容の概要は、次のとおりであります。

①  監査役が任務を怠ったことによって当社に損害賠償責任を負う場合は、会社法第

425条第１項の 低責任限度額を限度として、その責任を負う。

②  上記の責任限定が認められるのは、監査役がその責任の原因となった職務の遂行

について、善意でかつ重大な過失がないときに限るものとする。

以  上

－ 46 －

補欠監査役選任議案
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株主総会会場ご案内図

会場    香川県高松市古新町９番地１

リーガホテルゼスト高松  ２Ｆ  エメラルド

ＴＥＬ  087 - 822 - 3555

瀬戸内海

ＪＲ高松駅
香川県県民ホール

玉藻公園
高松
築港駅

高松三越

高松高等裁判所

JR
ホテルクレメント高松

片原町駅

美術館通り

国道11号

穴吹五番町ビル

当社本店
あなぶき
セントラルビル

瓦町駅

至高松空港 至琴平 至長尾

中央
公園

至
坂
出

至
屋
島

至
志
度

こ
と
で
ん

　
琴
平
線
・
長
尾
線

高
松
市
役
所

中
央
通
り

丸
亀
町
商
店
街

ラ
イ
オ
ン
通
商
店
街

フ
ェ
リ
ー
通
り

Ｎ

リーガホテルゼスト高松

兵庫町商店街 片原町商店街

観光通り

日本銀行
高松支店

香
川
県
庁

［交通のご案内］

ＪＲ高松駅より徒歩で約10分

高松空港より車で約30分

高松自動車道「高松中央ＩＣ」より車で約20分

地図


